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び分散相は流れ方向に 1 次元的に流動することを見出している。第 3 章では，分散相の流れ機構と混
合特性を結ひ、つけるために混合モデノレを提案し， これを衝突モデノレと名付けている o 第 4 章では分散










第 3 部では流通式完全混合槽における分散相の分散合一現象を研究しているO 第 1 章では本研究の
-364-
目的と意義について述べ・ている。第 2 章では分散相内で化学反応が進行する場合の分散合一頻度と反
応率との関係を解析している。第 3 章ではトノレエンの硫硝酸によるニトロ化反応の反応率を各種操作
条件下で測定し，その結果を第 2 章で導びいた解析結果と比較して，分散相の分散合一頻度は反応速
度に比較して無視できることを明らかにしている。第 4 章は以上の結果をまとめるとともに，今後の
指向すべき研究分野について考察している。
結論では以上の 3 部にてえられた成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は最近に至るまで，便宜的に連続流体として扱われてきた，各種化学装置内の分散相の挙動
を基本的に検討し，分散相を液滴の集合体として取扱い，液滴特有の現象である分散合一現象に着目
して，その流れ機構と混合特性とを関係づけるモデJレを提案し，液々向流型充填塔，交互流動型多孔
板塔および流通式完全混合槽の 3 種の化学装置の性能を解析し，実験的にもこのモデノレが適用できる
ことを確認している。
このように本論文は化学工学の基礎的な面の進展に貢献するところ大きくまた化学工業に寄与する
ことが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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